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NY マーケットレポート（2019 年 7 月 19 日） 
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NY 市場レポート 

 

主要な米経済指標結果 

7 月ミシガン大学消費者信頼感指数 98.4（予想 98.6・前回 98.2） 

7 月の米ミシガン大学消費者信頼感指数の速報値は、市場予想を下回ったものの、6 月の確報値から 0.2

ポイント上昇した。現状指数は 111.1 と 6 月確報値から 0.8 ポイント低下、先行指数は 90.1 と 6 月確報

値から 0.8 ポイント低下した。また、1 年後のインフレ期待は 2.6％で 6 月確報値から 0.1 ポイント低下

した。   

 

 

データを基に SBILM が作成 
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米主要株価指数は反落  

米株式市場は、序盤から堅調な動きとなったものの、ホルムズ海峡でイラン革命防衛隊が英国のタンカ

ーを拿捕したと発表したことを受けて、地政学リスクが意識され、主要株価は上値の重い動きとなった。

さらに、セントルイス連銀総裁が「政策金利を 0.25％引き下げるべきだ」と述べたことで、今月末の FOMC

での利下げが小幅にとどまるとの観測が強まったことも圧迫要因となり、主要株価指数は反落となった。

ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 119 ドル高まで上昇した。終盤にかけて 77 ド

ル安まで下落となり、安値圏のまま 68 ドル安で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは 60 ポ

イント安で終了した。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

データを基に SBILM が作成 



 
                                           

4 

ドル/円は一時 108 円台を伺う動きも、終盤に下落  

NY 市場では、7/18 に行われた米通商代表部（USTR）のライトハイザー代表とムニューシン米財務長官に

よる中国当局者と電話協議について、トランプ米大統領は中国側との電話協議は非常に良好だと述べた

こともあり、ドルは堅調な動きとなった。その後、セントルイス連銀総裁が今月末の FOMC で 0.25％の利

下げを予想するとしたことから、FRBの大幅利下げ期待が後退、米 10年債利回りが 2.0361％から 2.0621％

まで上昇したことからドル買いとなり、ドル/円は一時 107.97 まで上昇した。しかし、イランの革命防

衛隊がホルムズ海峡で英国の石油タンカーを拿捕したとの報道を受けて、リスク回避の動きが意識され、

ドル円・クロス円は上値の重い動きとなった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 

先週末 19日のルーブルは対ドルで 62.99ルーブルと対ドルで反発した一方、対円では 1.7101円と下落した。

原油価格の上昇や格付け機関 S&P によるロシアの格付けを「BBB-」、見通しを「安定的」に据え置いたこと

が好感された。 
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一方、ドル建のロシア RTS株価指数は 0.93Pts高の 1350.69Ptsと 7日ぶりに反発したものの週間では 2.68％

安と冴えない状況が続いた一方、MOEX指数は 2700.57Pts(2.02 Pts 安）と 7日続落。原油価格の上昇にも反

応は限られた。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 3.7283 レアル、対円で 28.760 円とレアル高を継続。米 FRBの早期利下げ観測を背景にし

たドル安の流れに加え、年金改革法案や景気刺激策への期待もレアル高を支援した。 

 

一方、ボベスパ指数は 1264.66Pts 安の 103,451.93Pts と 3日ぶりに反落し、週間では 0.44％安で取引を終

えた。FRB要人による大幅な利下げ観測が後退したほか、NY株の下落が影響した一方、ボルソナロ政権は今

週 24 日に景気刺激策を発表する予定で詳細を見極めたいとの慎重姿勢も指数の下落になった。 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


